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日置市男女共同参画センター

『さんかくのば』 からのお知らせ

回覧

日置市男女共同参画
キャッチフレーズ 「わたしの気づきが第一歩」

※一部を除き「催し」・「相談」は予約不要です。

健康相談（保健師）

４月17日（金）
午前10時～正午

健康相談（助産師）

４月17日（金）
午前10時～正午

相談

『スローエアロビック』

４月１０日(金） 午前１０時３０分～正午

講座

予約方法 ： 開催日の１０日前までに電話またはメールでご予約ください。
申込者多数の場合は、抽選を行い、外れた方のみ１週間前までにご連絡します。

４月17日（金）
午前10時30分～１１時３０分

※当日までの予約要

赤ちゃんの遊びと
おはなしの会

保健師による赤ちゃんの発達についての
お話と、赤ちゃんと一緒にできるわらべ
歌遊び、絵本の読み聞かせをします。

催し

心のモヤモヤ相談

４/10（金） 、 ４/17（金） 、４ /24（金）

【時間】 午前10時～午後４時

日置市「市民のための相談室」

相談ダイヤル ： 099-273-2160

月曜日～金曜日 午前8時30分～午後4時30分
（祝日を除く) ＜相談無料・秘密厳守＞

講師 小島 美幸先生

定員：15名

軽運動で脳活性化！
「ひらく・のばす・ひねる」の3つの動作を
音楽にあわせて動きます。
立っても、椅子に座ってもできます。

※上記「講座」・「催し」・「相談」はすべて日置市男女共同参画センター（日日nova）で開催します。

令和７年度、最後の月になりました。今月もバラエティに富んだ講座、催しを開催します。年度末でお忙しい方、異動や引っ
越しで不安を抱える方、ぜひリフレッシュしに「さんかくのば」へお越しください。

さんかく△ひろば

“レインボーくれよんぱすてる”との
共同開催です。絵本をとおして、
人権について学びませんか。

講師 牧枝 路代先生

準備する物：
動きやすい服装、水分補給用飲物

対象と定員：
未就園児とその保護者定員１０組

おはなし会

市ボランティアグループによる
おはなし会です。読み聞かせや、

わらべ歌遊びします。

４月１５日（水）
午前10時30分～１１時３０分

準備する物：
運動しやすい服装、水分補給用飲物
バスタオルもしくはヨガマット

４月５日（日）
午後２時～午後３時

場所：日日nova（日吉町日置493）

『親子遊び会』

４月24日(金） 午前１０時３０分～正午

※上記「講座」・「催し」・「相談」はすべて無料です。

託児有

親子ふれあい遊びと絵本の読み聞
かせ、親子体操などをします！

子どもの入学や夫
の転勤・・たくさん
悩み事があって困

るなぁ・・



皆さん、アンニョンハセヨ！韓国出身国際交流員のアルムです！

この春、5 年間の任期を終え、日置市国際交流員を卒業することになりました。私から見た日置市
はどのような街だったのか最後にお話しさせていただきます。

●カラフルな街：春は桜のピンク、夏はお茶の緑と青い空のコントラストがまぶしく、夕暮れ時は、
オレンジから次第に紫に染まっていく海辺。スマホのアルバムが様々な日置市の景色で彩りました。

●「アンニョンハセヨ」声ひびくやさしい街：街を歩くとアンニョンハセヨと普通に韓国語で挨拶し
てくれる子供たちが多かったです。そのたびに、日置市教育委員会で推奨しているおひさま運動
を思い出しました。「おはようの声ひびく思いやり育てるやさしい街」が私限定でアンニョンハセヨ
に変わり、本当に思いやり溢れるやさしい街だと感じました。

●食に困らない街：一年中いろんな方々から自家製のお米や野菜をたくさんもらいました。この
5 年間で、野菜を使ったマイレシピが、より豊富になりました。

長いようで短かった 5 年間でした。たまに帰省するので、どこかで会ったら、

いつものように「アンニョンハセヨ」とあいさつしましょう。

5 年間本当にありがとうございました。

日置市男女共同参画センター（さんかくのば）
【住 所】 日置市日吉町日置493番地（日日nova 1階）
【電 話】 090-3194-8466
【メール】 hiokisankaku@gmail.com
【開館日】 日、水、金（祝日の場合は休館） 午前10時～午後４時

※ 保育士（育児相談）および、モヤモヤ相談（例：自分自身、家庭、地域、職場、人間関係の悩みなど）は、
いつでも受け付けています。お気軽にご利用ください。

Instagram↓

「ジェンダー」について

ジェンダーとは、「男だから」「女だから」と社会の中で期待されてきた性別による役割やイメージ
のことです。それは、長い歴史の中で形作られ、多くの場合、疑うことなく“当たり前”として受け止
められてきました。たとえば、

・ 理系は男子向き。 ・就職活動で女性だけ結婚や出産について尋ねられる。 ・男性は家族より
仕事を優先すべきという圧力。 ・テレビや広告などで広がる「男らしさ」「女らしさ」の固定的な姿

こうした無意識な思い（偏見）は、その人の生き方の選択肢を知らず知らずのうちに狭め、「本当
はやってみたい」という芽を摘んでしまうことがあります。

私たちに出来ることは何でしょう？
「それって本当に当たり前？」と立ち止まること。
何気なく口にしている「男の子なんだから」「女だから」という言葉を見なおしてみる。
家事や地域活動、子育てや介護を“性別”ではなく“話し合い”で決める。
そして、誰かが進路を語る時に、先入観ではなく個人を尊重し応援の言葉をかける。など・・

誰もが安心して過ごし、一人ひとりの個性を伸ばせる、そんな思いやり溢れるまちにしていきたい
ですね。

男女共同参画専門員のつぶやき

言葉のワンポイントレッスン

～この春で国際交流員を卒業します～

イムアルム


